
実践方法

授業で学んだことから深めていく学び
～「なるほど」から「なぜ」を生み出し、協働で深める取り組み～

田園調布学園中等部・高等部 伊藤 昌晴

実践背景
試験で点を取るための答えや知識を得ることが目的に

↓
学習が受け身になりがち

定期考査が終われば学習が終わる

↓
このような課題を解決するために…

↓
学習の終わった内容を活用した実践的な取り組みを行う

↓
新たな疑問や課題を持つようになる？
興味・関心が深まる？（2023年度実施）

↓
昨年度実施したものをさらに改善して実施

取得データおよび検証方法
① 事前、事後に｢主体的な学びを科学する研究会｣アンケートを
実施し、比較した。

72個の質問に6点満点で回答させ、その上で21のグループに
集約し、そのうち全体の平均との差異が大きいもの、前後で
変化の大きいもの、今回の研究に関わりの深いものを抽出し、
グラフに示した。

② Formsで集めた相互評価をもとに、自己評価をさせて、学びの
深まり、学習への動機づけを検証した。

※ 前回(昨年度)と比べて工夫した点
前回は4人グループでの共有だったが、今回は少人数であっ

たため、全員の発表を全員で聴く形をとった。
アンケートで生徒の変化を数値化した。

結果

■対象学年：高等部２年
■クラス数および対象生徒人数：理系生物選択１クラス

19名
■クラスの特性：女子、農学・医療系の志望者が多い
■実践期間：2024年7月～10月

① 2024年4月～7月：事前指導
生物の授業で1学期に学習した｢生物の進化｣・｢生命現象と物

質｣の単元内容に関連する最新の知見・報告について夏休みを利
用してまとめ、2学期にポスター発表を行うことを指示した。
② 2024年7月～8月：実施
各自が、書籍やネットを活用して、最新の研究による知見を

Google スライドを使ってポスターにまとめた。
③ 2024年9月：発表
ポスター形式でまとめたスライドをスクリーンに映して

プレゼンテーションを行った。
④2024年10月：評価
発表を聴いた各生徒が感想・

 コメントを全員に送り、他の生徒
 に送ったものもすべて共有し、
 それをもとに記述式の振り返りを
 させた。
事前と事後に、アンケートを
実施し、比較検証した。

考察と今後の課題
・考察

昨年度に引き続き、授業後に関連内容を調べて発表するとい
う取り組みを行った。選択の少人数のクラスになったので、
昨年よりも生徒相互の関わりを強めた取り組みを行った。

・小グループの発表→全員の前での発表
・発表者全員への感想・コメントとその共有
・相互評価をふまえての自己評価

昨年度は生徒の変化を数値化できず、自由記述の振り返りを
分析するにとどまったが、今回は、アンケートをとり、数値
化して分析することができ、生徒の変化がより明瞭になった。
選択のクラスなので、昨年度必修のクラスで実施したときよ

りも学びへの動機付けが高まったと感じた生徒の割合が多く、
目標とした授業・考査で終わらない学びの姿勢が身につ
き始めていると感じられた。
今回は生徒相互の関わりを強めたので、自分の興味関心だ

けでは到達できない気づきがあった。

・今後の課題
この取り組みを繰り返すことでさらに学びへの意欲の向上

にプラスの影響を与えているかどうかを検証していきたい。

① アンケートの結果の評価
・全体の平均は事前が3.99、事後が4.02であった。項目の前の
  ローマ数字は、Ⅰが学習動機、Ⅱが学習方略、Ⅲが学習観に分
類されるものを示している。
・比較的ポイントが高かったのは内容関与動機、意味理解志向、
  方略志向であった。そのうち事後にポイントが上がったのは、
内容関与動機、意味理解志向であったので、今回の取り組みの
目的はある程度果たせたと思われた。
・依存的援助要請、暗記志向のポイントが低いのは望ましい傾
  向であったが、事後に依存的扶助要請が伸びているのは、元々
  のポイントの低さに加えて、他の生徒の発表を聞いた影響があ
  ったと思われる。
・思考過程重視志向はもとのポイントが高かったが、事後の下
  げ幅が大きかった。結果志向も同様であったが、質問内容が、
問題を解くための学習観になっていたためと考えられ、今回の
取り組みが有意義であったことを示唆している。
② 自己評価（振り返り）
・自分の取り組みについての評価は、授業で学んだ後なので、
調べた内容をより深く理解することができたという回答が

  多く見られた。
・他の生徒に対する感想では、自分が興味を持っていなかった
内容にも触れることができて、関心を持つことができたと答え
た生徒が多かった。(テーマが重複することはほぼなかった。)
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